
自治医科大学・医学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２２０２

基盤研究(C)（一般）

2019～2016

医療ビッグデータとウェアラブル機器を活用したインフルエンザの包括的モニタリング

Comprehensive monitoring of infectious diseases including influenza using big 
data in medicine

４０４６３８６４研究者番号：

畠山　修司（Hatakeyama, Shuji）

研究期間：

１６Ｋ０９２５４

年 月 日現在  ２   ７ １３

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：①熊本県国保・後期高齢者医療レセプトデータおよびナショナルデータベース(2012
～15年)を用い、それぞれ70万件および2.6億件の抗菌薬の処方動向を解析した。広域抗菌薬が約90%を占め、約
70%が急性気道感染症と急性下痢症に処方された。小児、成人女性、西日本、若年者、小規模医療施設が抗菌薬
処方の多さと関連した。
②熊本県国保等レセデータを用い、インフルエンザと診断された13.5万人を解析した。約90%に迅速診断検査
が、約90%に抗インフルエンザ薬の処方がなされていた。診断後30日以内の入院率は31/10万人年であり、高リス
ク者・低リスク者とも、入院率は抗インフルエンザ薬処方群が有意に低かった。

研究成果の概要（英文）： Approximately 0.7 million and 260 million antibiotic prescriptions were 
analyzed using a public health insurance claims database in Kumamoto and a national administrative 
claims database in Japan, respectively. Third-generation cephalosporins, macrolides, and quinolones 
constituted 90% of oral antibiotic prescriptions. Approximately 70% of oral antibiotics were 
prescribed for acute respiratory infections and acute diarrhea. A high rate of antibiotic 
prescriptions was observed in children (age: 0-9 years), women, residents of western Japan and 
patients from small-sized health centers.
 Using a public health insurance claims database, we investigated 135,000 patients diagnosed with 
influenza; approximately 90% of patients received anti-influenza drugs. The incidence of hospital 
admission within 30 days of diagnosis was 31/100,000 person-years. Anti-influenza drug prescriptions
 were significantly associated with a lower incidence of admission, regardless of comorbidities.

研究分野：感染症学・総合診療内科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
①大規模医療情報データベース(レセプトデータ)の利活用環境を整えた。膨大な臨床情報を、高度のデータ技術
で解析するために、臨床医学とデータ工学の橋渡し人材を育成した。今後の発展研究の基礎にできる。
②地域およびわが国全体の抗菌薬耐性(AMR)対策において、重要な介入対象および効果判定の指標となるデータ
が得られた。
③レセプトデータによるインフルエンザ医療のモニタリングおよび医療負荷の解析方法を構築することができ
た。日本方式のインフルエンザの診断・治療法の効果を評価する一つの方策として利用できる可能性が示唆され
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
インフルエンザは毎年流行し、高齢者における冬季死亡を年間１万人程度押し上げると推測
されている。また、ひとたび新型インフルエンザのパンデミックが起これば、季節性インフル
エンザの数倍～数十倍の罹患率や死亡率が想定されるため、十分な対策を要する。このような
状況から、インフルエンザの診断・治療・予防法は、年々改善されてきた。わが国の迅速診断
キットや抗インフルエンザ薬の使用量は世界で突出するに至り、インフルエンザと肺炎球菌の
予防接種が高齢者で定期化された。しかし、これら様々な対策が自治体や国レベルでなされて
いるにもかかわらず、その包括的な効果判定はなされておらず、抗インフルエンザ薬や抗微生
物の広範な使用により、罹患率・死亡率・医療経済がどのように変化したかを示すデータが十
分でなかった。また、大規模レセプトデータなどの医療ビッグデータの活用が課題であった。 
 
２．研究の目的 
インフルエンザ等の感染症の発生規模、受診状況、診断法、治療法、合併症、医療費などを、
大規模データを用いて包括的にモニタリングし、医療負荷の実態や医療施策の効果を解析する
こと、および大規模データ解析基盤の構築と解析手法の確立を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 まず、大規模データとして、①熊本県国保・後期高齢者医療レセプトデータと、②全国規模
レセプト情報等データベース(ナショナルデータベース)を活用するために、これらの利活用基
盤の整備と解析方法の確立を行った。次いで、主たる解析対象を、抗菌薬、抗インフルエンザ
薬などの抗微生物薬、およびインフルエンザ、急性上気道炎、急性下痢症などの感染性疾患と
設定した。地域データによって解析法を確立したのち、全国データへ拡大した。 
 
４．研究成果 
 ①自治医科大学データサイエンスセンター、医療経済研究機構、東京大学生産技術研究所と
の共同研究体制をとり、大規模レセプトデータの利活用環境を整えた。重要な臨床情報を、高
度のデータ技術で解析するために、臨床医学とデータ工学の橋渡し人材の育成を行った。 
 ②熊本県国保・後期高齢者医療レセプトデータ(約 780 万の外来受診レセプト)を用い、抗菌
薬の処方動向と対象疾患の包括解析を行った。経口抗菌薬処方のあった約 70 万レセプトデー
タを解析した。最も多く使用されたのは、第 3世代セファロスポリン、マクロライド、キノロ
ンであり、これらで経口抗菌薬処方の 90%近くを占めた。付随した ICD-10 に基づく病名コー
ドは、感冒、咽頭炎、気管支炎、副鼻腔炎など急性気道感染症が多くを占め(約 70%)、消化管
感染症/急性下痢症、尿路感染症、皮膚軟部組織感染症がそれに次いだ(図 1)。急性気道感染症 
 
図 1. 経口抗菌薬処方量および内訳と対象病名(熊本県レセプト, 2012 年度) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



に対する経口抗菌薬処方に関連する因子は、65 歳以上よりも若年者(調整オッズ比 1.48～2.75)、
500床以上の病院よりも小規模医療施設(調整オッズ比 1.71～4.24)であることも明らかになっ
た(表 1)。地域における抗菌薬耐性(AMR)対策において、重要な介入対象および効果判定の指
標となるデータが得られた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1. 急性気道感染症に対する抗菌薬処方に関連する因子(熊本県レセプト, 2012 年度) 
 
③全国規模レセプト情報等データベース(2012～2015 年)を用いた、2.6 億の抗菌薬処方レセ
プトデータの解析も行った。抗菌薬処方は年間約 9000 万件あり、人口 1000 人あたりの処方件
数は 1年間で 704 処方であった。その約 70%が急性気道感染症と急性下痢症への処方だった。
全体の 56%が、抗菌薬が通常不要と分類される感染症への処方だった(図 2)。急性咽頭炎や急
性鼻副鼻腔炎に対する抗菌薬の 90%以上が広域抗菌薬であった。小児、成人女女性、西日本で
の抗菌薬処方が多かった(図 3)。わが国の抗菌薬耐性(AMR)対策において、重要な介入対象お
よび効果判定の指標となるデータが得られた。 
 
図 2. 疾患別経口抗菌薬の処方率(全国・NDB、2012～14 年度) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④熊本県国保・後期高齢者医療レセプトデータによるインフルエンザ医療のモニタリングおよ
び医療負荷の解析法の構築も進めることができた。インフルエンザと診断された 13.5 万人を解
析、約 90%にインフルエンザ迅速診断検査が、約 90%に抗インフルエンザ薬の処方がなされて
いた。処方率は、高リスク患者(年齢や基礎疾患による)および低リスク患者いずれも同程度に
高かった。診断後 30 日以内の入院率は 10 万人年あたり 31 であり、米国(同 64)や英国(同 49)  



図 3. 経口抗菌薬の処方率(全国・NDB、2012～2014 年度) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
より少ないことが分かった。入院原因は、肺炎、心不全、喘息、脳卒中、急性冠症候群などが
多く、それらの発生率を他国との比較解析が行えた。さらに、高リスク患者・低リスク患者い
ずれも、診断後 30 日以内の入院割合は、抗インフルエンザ薬の処方があった患者のほうが、
処方がなかった患者よりも有意に低かった(p<0.05)。抗インフルエンザ薬の種類別にも、入院
リスクの低減に与える影響を分析(多変量ロジスティック解析)できた。日本方式のインフルエ
ンザの診断・治療の効果を評価する一つの方策として利用できる可能性が示唆された。 
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